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人生会議をしませんか?
ACPってなぁに・・？

ジャパンメディカルアライアンス 海老名総合病院

患者サポートセンター 医療福祉相談

医療ソーシャルワーカー疋田 麻衣子

2025年2月22日
令和6年度 知って得する！健康講座
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海老名総合病院について

神奈川県県央地域における 「地域密着高度急性期病院」

はじめに
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病床数：479床

（HCU 8、ICU 10、SCU 6、救命 30）

診療科目 ：25診療科

■2023年度実績

・救急車の受入：10549件／年

・新入院患者数：11,000人／年

：1,108人／月

・平均在院日数：11.0日
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MSWついての紹介
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『医療ソーシャルワーカ

ー』をご存知ですか？

病気になると、身体のことばかりでなくさまざまな心配ごと

が出てくることがあります。

医療ソーシャルワーカーは、そうした心配ごとに皆様と一緒

に取り組んでいく専門のスタッフです。

たとえばこんなときに…

＊ 自宅での生活に不安なことがあるの

で受けられる制度、サービスについ

て知りたい

＊ 総合病院を退院後に利用できる施設や

病院について知りたい

（役割、費用、場所など）

＊ 社会的な制度の利用について知りたい

＊ 困っていることがあるが、どこに相談

したらよいかわからない

私たちは次のようなお手伝いをします

＊ 相談日時を決めた上で、ゆっくりお話を

うかがいます（原則、相談は予約制で

す）

＊ 相談内容に応じて継続してご相談をお受

けします

＊ 患者様、ご家族様のご希望を尊重しなが

ら、担当の医師・看護師・リハビリ等の

スタッフと連携し、ご相談をお受けしま

す

＊ 必要に応じて、適切な施設・機関と連絡

をとり、情報提供します
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こんな言葉を聴いたことありますか?
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ACPとは? Advance  Care Planning
（前もって ケアの 計画を立てる）

・もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて、
前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取り組み

・「もしものとき」自分のことを自分で決められなくなった
とき
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厚生労働省も進めているんです！
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ACPに関する動画を視聴してみましょう

厚生労働省の啓発動画
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病院もACPを取り組んでいます!
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このガイドラインは、

人生の最終段階を迎えた本人・家族などと

医師をはじめとする医療・介護従事者が、

最善の医療ケアを作り上げるプロセスを示すガイドラインです。

診療報酬改定で、海老名総合病院もこのガイドラインを基本に、

ACPの実践をするように国から求められ、

現場では取れ入れるための検討が進んでいます。

厚労省「人生最終段階のガイドライン」について
～人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン～
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ACPが注目される背景って?

9

近年の超高齢社会＝多死社会の進行

それに伴う在宅や施設における療養や

看取りの受容の増大

地域包括ケアシステムの構築



©JMA GROUP

10



©JMA GROUP

11

死亡数の将来推計
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「将来の医療・ケアのプランを予め話し合うプロセス」

「人生の最終段階で/意思表明ができなくなる場合に備えて

予め話し合い(ACP)」も含む

「今から終わりまでの心積もり(ACP)」へ

老いによる人生の最終段階における最善を考える
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老 活
おいかつ

「今から終わりまで
老いの時代を活き活きと」

終活(=死に備える活動)から
老活(=老いを生きるための活動)へ
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健康寿命 老弱の最初期 老弱が進行 重度～最重度老弱
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老いの進み方
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暮らしと活動の心積り(ライフ・プランニング)

どこで、誰と暮らすか / 生きがいになること・楽しみとは / 気がかりなことは…

郊外の一戸建てで
妻と二人暮らし
近所に長男夫婦が住む

長男夫婦が援助してくれると言っているが、
同居するというのは互いに気づまりだ。
グループホームで基本的な世話をしてもらい、
ときどき息子たちが来てドライブに連れ出して
くれるとか、食事を一緒にするといったことが
一番快適なのだと予想。

グループホームで楽しく暮らす
看取ってもらえるところを探す
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医療・ケアの心積り＆ACP
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健康寿命 老弱の最初期 老弱が進行 重度～最重度老弱

積極的な治療はどこまでやるか / 口から食べられなくなったら / 急変したら…

1～3（壮健）の間は、例えば声帯をとる手術あた
りなら、嫌だけど、それなりに人生が延びるという
のなら、やってもいいけど、5以降は、声がでなくな
るというようなものはやりたくない。
やらないと、後々辛い日々になるのを避けるという
理由なら、仕方ないからやるかな。
6以降は、治療中辛いというのも、もう我慢したく
ないね。

７以降は、もうオマケの人生も良いとこだから、急変時
と言ったって、救急車なんぞ呼ばないでくれよ。
もし、心配なら、かかりつけのD先生か、訪看さんに電
話かけて、聞いてみると良い。
心肺が止まった場合も、下手に蘇生なんかしないでね。
急変したということは、天の采配だと思って、ありがた
い、これで最期が楽になった、と思わなきゃね。

4から5になったら、それ以降は、快適に過ごすこと
が第一目標。
快適に保つケアをよろしくお願いします。
必要なら、座薬系鎮痛剤も問題ないし、鎮静も他
に快適にする術がないならOK。
ただし、安易に鎮静を選ぶのはだめですよ。

6以降は、「口から食べられなくなったら終わり」で良い。
基本的には、7以降は侵襲的な呼吸器は不要。
ただ、私の人生や価値観を知ったうえで、やったほうが良いと
医療ケアチームと家族が合意するならどうぞ。
でも、見極めて、だめなら終わりにしてください。
腎臓が少しずつ衰えているようなので、いずれ透析ということ
が選択肢になるかも。6以降は不要。
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私の体験を振り返ろう～誰もが当事者～
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①あなたの人生を振り返ってみましょう

・特に印象に残った「決定・選択」に

どんなものがありましたか?
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私の体験を振り返ろう～誰もが当事者～
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②その時あなたはどんな風に
「決定・選択」しましたか?

・誰かに相談しましたか?

・何かに背中を押されましたか?

・決める事に悩んだとしたら、
それはどうしてですか?
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私の体験を振り返ろう～誰もが当事者～
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③もしもその時、あなたの周りの全ての人が、

あなたの「決定・選択」を無視して、

反対の方向に強引に進めたとしたら、

あなたはどんな気持ちになるでしょうか。
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意思決定はいつでもどこでも
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着るものを選ぶ

買い物をする

住む場所を変える

医療サービスを選ぶ

生活・人生は意思決定の連続です。

誰もが、何かを選んだり、迷って決められなかったり、

選ぶのに失敗したりを繰り返しながら生活しています。
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時に、あなたにとって重要なことが、

私にとって重要ではないことがあります。

だれもが

「私の人生の主人公は私」なのです。
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意思決定のツールの紹介
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心積りノートを書いてみませんか？
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ご清聴ありがとうございました


